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＜連絡事項＞
・6/1までの対面面会予約者（上平ハルエ様、金田由記様、岩木君江様）

＜入室状況＞
【入院】
・三浦　勝廣様～東合併症室

【転出】
・貝守　貴志様～東D19　→　西A46

【ユニット移動】
・上平ハルエ様～東合　→　東C5
・大木　暁美様～東C5　→　東合

＜患者様連絡事項＞
・庭田　久美子様～PSW西舘さんから連絡。八戸市立市民病院　外科への受診日決定。
6/11(水)11：00までに来院して下さいとの事。朝食は8：00までに済ませ、以降は飲水のみ可。早出し（7：30）手配済。当日は、採血と造影CTの検査を行う予定。造影CTは、臨時枠での予約である為、午後の何時からの実施・終了となるか不明となる為、1日かかりの受診となる為、予定を入れないで欲しい
との事であった。兄様へ連絡するが繋がらず。連絡つき次第、外出申請、入院証明書の手配をしていく。

・駒木　洋士様～本日の採血結果、CK：3619U/Lと緊急値。馬渡Dr.へ報告し、27日、28日と点滴
1本/日実施の指示受ける。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察の指示あり。開放するも、毛布にくるまっており、自室からは出てこず。断続的に壁叩きあるが不潔行為や自傷行為等なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後2時間ずつの開放観察の指示あり。対面時妄想言動顕著だが、攻撃性・威圧性なし。開放中も問題行動なし。不穏・興奮なく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。臥床して過ごされている。対面時口調表情穏やかで不調の訴えなし。希死的言動・行動なく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

＜皮膚科診察＞
・大木　暁美様～両上腕、胸部発赤疹あり。デルモゾール軟膏処方。

・田代　實様～両上腕、背部に発赤疹あり。デルモゾール軟膏処方。臀部に発赤、びらんあり。テラマイシン＋ガーゼにて処置の指示あり。

・北川　ミドリ様～仙骨部潰瘍あり。イソジンシュガー＋ガーゼにて処置指示あり。

以外の患者様指示変更なし。

＜入院患者情報＞
  日　　時：令和7年5月27日　12：57
　氏　　名：三浦　勝廣（みうら　かつひろ）様
　生年月日：昭和17年11月11日(82歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：小栁Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室

　＜経過＞
　R7年4月より老健ひばりの里へ入所中。
R5年頃より物の置き忘れ等物忘れが出現し平和病院を受診。アルツハイマー型認知症の診断を受け、以後継続通院していた。次第に症状悪化し徘徊が出現し警察に捜索を依頼する事もあった。都度同院へ相談していたものの専門医療機関等の受診はなされず経過。その後も失禁や夜間も鍵を開けて外に出て行こうとする等の様子あり妻が対応に疲弊。同院へ相談し、みちのく記念病院を紹介されR6年10月25日に入院となった。R7年1月に肺炎を発症し青森労災病院へ転入院。以前は食事は経口摂取で歩行も可能であったがADLは低下し経管栄養、バルーン装着となり、全介助の状態であった。肺炎の治療が終了し、同年2月にみちのく記念病院へ再入院となっている。息子たちはそのままみちのく記念病院での治療を行うことに納得していたものの、他親族（兄妹）がみちのく記念病院の対応に不満と不安（報道を受けて）あり。当時のみちのく記念病院主治医（内科医）に相談し、許可が出たため老健ひばりの里へ申し込みＲ7年4月に同施設へ入所となった。入所当初は落ち着いていたものの、次第に経管栄養の自己抜去やベットからの転落、オムツ外し、リクライニング対応時にベッドから足を出すなど活発な様子あり。みちのく記念病院からは特に精神科薬の処方はなかったため、施設医が薬剤調整行い、ジアゼパムとバルプロ酸が処方となっている。以降も状態が変わりないことから施設からご家族様へ説明を行い、入院治療について希望あり当院へ相談。令和7年5月27日、東病棟合併症室へ医療保護入院となる。
																										
